
 
 

 
 

 

 

 

 

2022 年度 オンデマンド研究報告 
  

 

研究の目的 

１｜奈良⼥⼦⼤学附属幼稚園に⾝をおいている私たちが、いかにしてカリキ
ュラムマネジメントを⾏う中で、実践を変容させてきたのか、その背後
にはどのような営みがあったのか、について明らかにする。 

２｜私たち実践者にとってカリキュラムマネジメントとは⼀体どのような
営みなのか、について⾔語化する。 

３｜組織における実践研究⽅法のあり⽅について提案する。 
 
方法 

・組織内で⼀⼈ひとりのメンバーが⾃分にとって「⼦どもスタートの教育
とは何か」を問い直しながら⼦どもとともにより良い実践を創っていけ
るよう、実践を語り⾔語化する場と時間を保障する。 

・⼦どもも私たちも⼀⼈の⼈として感じ考えたことについて、違いを尊重し
共存させる。その上で対話し、それぞれの学びや⾃覚した実践理論の重な
りを組織⽂化として⾔語化する。 

 



 

 



 

 



 

 私が今年度、⼦どもたち、彼らと対話の中で学び、 
新たな世界と出会い、 
彼らと意味を⽣成し、創造した世界がありました。 
それが「そらのせかい」です。 
協働して探究し、⾃分にとって空とは⼀体何なのか、 
それぞれに問い直し、空と出会い直し、仲間と探究し、 
新たな意味を⾒出し、そして⾃分達の保育室に表現した 
「そらのせかい」。 
彼らは⾃分達でこの世界に意味を作り出し、 
その⾯⽩さや⾃⼰効⼒感を味わいます。 
決して諦めず、納得がいくまで取り組みます。 
考えることが好きで、仲間といかに⼼地よい社会を創造するの
か、をよく対話をする彼らと共に 
不確実な世界の可能性を楽しめる、それが私の毎⽇です。 
 



 

 



 

 



 

 

⼦どもと共にどうありたいのか、 
それを、どんな⾔葉で紡ぎ出していくのか、 
これから、⼦どもたちと⼀緒に考えていきたいと思っています。 
このように、園で実践する実践者⼀⼈ひとりの 
思考の枠組みが変わることによって、 
保育の、世界の解釈の仕⽅そのものの転換が起こってきています。 
今までが間違っていたのではなく、 
思考の枠組み、解釈が変わってくるのです。 

⽣きることは学ぶこと、ワクワクしながら、 
皆さんも⼀緒に世界と出会い直していきませんか？ 
どうしてこの場所にこの遊具があるの？ 
どうしてあの先⽣はこの教材を選んだの？ 
わたしはどうしてそれが気になるの？ 
こんな⼩さな問いから、 
カリキュラムマネジメントは始まっていきます。 
 
どうして⾃分はそう思うのか？ 
そんな問い直しと、 
「どうしてそう思うの？」 
仲間との対話から、⾃分の実践理論を⾃覚してみませんか？ 


